
令和 6 年能登半島地震に伴う地殻変動・震源断層モデル 
国土地理院 

＜地震時の地殻変動・地表変状＞ 
GNSS（電子基準点） 

ポイント 
＜地震時の地殻変動・地表変状＞ 
・電子基準点により広域で大きな地殻変動を観測．能登半島北岸付近で特に大きく，約

2.0m の水平変位，約 1.3m の隆起などを観測．
・だいち 2号観測データの解析により，輪島市西部での最大約 4mの隆起などを検出．
・空中写真判読により，珠洲市若山町で線状の地表変状（最大上下変位 2.2m）を確認． 
＜地震後の余効変動＞
・地震後，広域で余効変動を観測．
＜震源断層モデル＞
・矩形断層モデルでは，3 枚の矩形断層での逆断層運動が推定された．西側は北北東－
南南西走向の逆断層，東側は北東－南西走向で右横ずれ成分を含む逆断層で，西側の
断層のすべりが大きい．

・すべり分布モデルでは，能登半島北西部と本震震央北東側で大きなすべりが推定され，
本震震央北東側で最大すべり量約 10mが推定された．

・余効変動は，余効すべりと粘性緩和のいずれでも概略の特徴は説明できる．余効すべ
りモデルでは，本震震央の北東側ですべりが推定された．
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SAR（だいち 2号観測データ） 

本解析で使用したデータの一部は、地震予知連絡会 SAR 解析ワーキンググループの活動を通して得られたものである。 
対流圏遅延補正には、気象庁数値予報格子点データを使用している。 
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地表変状 
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＜地震後の余効変動＞ 
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＜震源断層モデル＞ 
矩形断層モデル 

すべり分布モデル 
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余効変動モデル 

余効すべりモデル 

粘性緩和モデル 
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